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【秋まき小麦・春まき小麦】 

１ 生育状況について 

６月の気象経過は、積算温度と日照時間は平年よりも多く、降水量は平年よりも少なくなり

ました。 

秋まき小麦の生育状況については、乳熟期が平年(6/28)より１日ほど早く、6 月 27 日とな

っています。成熟期（子実水分が４０％となった日）の平年は７月２０日です。気象情報を確

認し、収穫計画を立てましょう。 

春まき小麦の生育状況については、平年(６/18)より２日ほど早い６月 16 日ごろに出穂始

となりました。遅れ穂もありますので、赤かび病の防除は３回を徹底してください。 

 

２ 収穫について 

（１）収穫前の確認 

収穫前には異品種麦などの抜き取りを行い、混麦を防ぎましょう。また、ほ場周辺雑草の

除去や取付道路の整備を行いましょう。 

  

（２）収穫適期 

  ○子実水分 30%以下を目安に収穫を開始するようにしてください。 

  ○気象情報をこまめに確認し、気象予測に基づいた収穫計画を立てましょう。 

  ○小麦の生育は平年よりやや早くなっており、収穫作業も早くなる見込みです。 

  ○収穫可能なほ場は速やかに収穫を行い、品質の低下を防止しましょう。 

  

（３）収穫作業 

①異種穀粒や異物が混入すると、品質低下の原因になります。コンバインや乾燥機の中に籾

等が残っていないかを確認して、いつでも麦の収穫・乾燥作業ができるよう準備しておき

ましょう。 

②試し刈りを行い、損傷粒や未脱粒がないようコンバインを調整しましょう。 

③倒伏、穂発芽、赤かび病などの異常麦は別刈りとして混入を避けましょう。 

④高水分小麦は、異臭麦発生の原因となるので３時間以上の堆積を避けましょう。 
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【豆類】 

 豆類の出芽は概ね良好であり、生育も順調に進んでいます(平年並)。中耕除草や除草剤の散

布の際には、ほ場の状態をよく確認して行いましょう。 

 

１ 中耕除草 

（１）中耕は着蕾までに終了させます。着蕾以降の中耕は断根が多くなり、落花や落莢の要因

となります。 

 ・土壌処理除草剤の効果(３週間～１ヶ月)を考慮し、暖かい日に行いましょう。  

・子葉を傷つけると生育に影響するため、注意しましょう。  

・２回目以降の中耕は雑草の発生状況と降水量を考慮しながら、徐々に狭く深く行いましょう。

（乾燥時：浅めに、多湿時：やや深めに）  

・着蕾以降の中耕は断根による落花・落莢などに繋がるため、ほ場を観察して着蕾期（７月初

旬ごろ）より前に、最終の中耕を終えましょう。 

（２）中耕培土する場合は、汚粒軽減のため高さに注意して下さい。 

（３）秋まき小麦の大豆間作ばらまき栽培を予定している場合は、畦間に小麦種子を落とすた

め、大きな土寄せは避けましょう。 

 

２ 大豆の追肥 

（１）生育後半に根粒菌の活性が劣るほ場は、開花始ごろに窒素量５kg/10a 程度施用します。 

（２）水田転換畑で大豆初作の場合や透水性が不良なほ場は、開花期の根粒菌着生数に基づき

追肥の要否を判断します。 

   【追肥量】大豆５株程度を確認します。 

    〇１個体当たり根粒着生数が 10 個以上の場合 → 追肥は不要 

    〇１個体当たり根粒着生数が 10 個未満の場合 → 開花期に窒素量５kg/10a 程度追肥 

 
 

 

～高温化での長時間労働を避け、こまめな水分・塩分補給を行い熱中症を予防しましょう～ 
 

農薬散布の際は「令和８年度農作物病害虫防除および防除薬剤ガイド」

を参照し、ＨＰ等で最新の情報を確かめてから使用しましょう。 


